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事業名 一般国道９号 湖陵

こりょう

･多伎
た き

道路 事業 
区分 

一般国道 事業 
主体 

国土交通省 
中国地方整備局 

起終点 自：島根
し ま ね

県出雲
い ず も

市湖陵町三部
こりょうちょうさんぶ

 

至：島根
し ま ね

県出雲
い ず も

市多伎町久村
た き ち ょ う く む ら

 

延長 
４．５km 

事業概要  

一般国道９号は、京都
きょうと

府京都
きょうと

市から山口
やまぐち

県下関
しものせき

市までを結ぶ延長約７５１ｋｍの主要幹線道路である。 

湖陵
こりょう

･多伎
た き

道路は、島根
し ま ね

県出雲
い ず も

市湖陵町三部
こりょうちょうさんぶ

と出雲
い ず も

市多伎町久村
た き ち ょ う く む ら

を結ぶ延長４．５ｋｍの自動車専用道路で

ある。 

 事業目的は、緊急時の代替路線の確保、現道の隘路区間の解消、観光・医療・物流活動の支援、地域間広 

域交流の促進及び地域活性化を図ることである。 

Ｈ２４年度事業化 Ｈ１７年度都市計画決定 Ｈ２６年度用地着手 Ｈ２７年度工事着手 

全体事業費 約259億円 
事業進捗率 
（令和3年3月末時点） 

79％ 供用済延長 0.0ｋｍ 

計画交通量   19,600台/日 
費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  
(事業全体)   1.9 
 
(残事業)    7.6 

   71 / 280  億円 
 事業費    ：48/257億円 
 維持管理費：22/ 22億円 

      535  /  535億円 
 走行時間短縮便益： 430/430億円 
 走行費用減少便益： 82/  82億円 
 交通事故減少便益： 23/  23億円 

令和３年 

感度分析の結果  
（事業全体）交 通 量：B/C＝1.8～2.1 (交 通 量±10％）  （ 残 事 業 ）交 通 量：B/C＝7.0～8.2 (交 通 量±10％）

事 業 費：B/C＝1.9～1.9 (事 業 費±10％）       事 業 費：B/C＝7.1～8.1 (事 業 費±10％）
事業期間：B/C＝1.8～2.0 (事業期間±20％）          事業期間：B/C＝7.3～7.8 (事業期間±20％）

事業の効果等 
 

 
①円滑なモビリティの確保 
・渋滞損失時間の削減が期待される 
・利便性の向上が期待できるバス路線が存在する 
［一畑バス小田線（上塩冶車庫～JR出雲市駅～JR小田駅）6便/日］ 

・大田市から出雲空港へのアクセス向上が見込まれる 
②物流効率化の支援 
・県内大手養鶏会社から県外出荷先へのアクセス向上が期待される 

③国土・地域ネットワークの構築 
・高規格道路「山陰自動車道」に並行する自動車専用道路の一部として位置づけられている 
・日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

④個性ある地域の形成 
・島根県東部から石見銀山（R1 観光入込み客数：26.5万人/年）等へのアクセス向上が期待される 

⑤安全で安心できるくらしの確保 
・第三次救急医療機関（島根県立中央病院、島根大学医学部附属病院）へのアクセス向上が期待される 

⑥災害への備え 
・第１次緊急輸送道路である国道９号の代替路線を形成する 

⑦地球環境の保全 
・ＣＯ２排出量の削減が期待される 

⑧生活環境の改善・保全 
・ＮＯｘ排出量の削減が期待される 
・ＳＰＭ排出量の削減が期待される 

⑨他のプロジェクトとの関係 
・「中国ブロックにおける社会資本整備重点計画（H28.3）」に位置づけられている 
・大規模道路事業（一般国道９号 出雲・湖陵道路、大田・静間道路、静間・仁摩道路）と一体的に整備 

する必要あり 
・「島根総合発展計画 第三次実施計画（H28.3）」、「新たな出雲の國づくり計画 出雲未来図 後期基 

本計画（H29.3）」、「出雲市都市計画マスタープラン（H22.2）」に位置づけられている 



関係する地方公共団体等の意見  
 対応方針（原案）については妥当である。 

 一般国道９号湖陵・多伎道路については、地域産業の活性化や地域間交流の促進に大きく寄与するとともに、

国道９号の事故・災害時の代替道路機能の確保、救急医療活動の支援に必要不可欠な路線である。とりわけ、令

和３年８月の大雨により出雲市多伎町小田地内で地すべりが発生し、国道９号が全面通行止めとなっているが、

平成３１年３月に開通した山陰道「出雲多伎ＩＣ～大田朝山ＩＣ間」が国道９号の代替路として機能し、ダブル

ネットワークの効果を大いに発揮しており、あらためて山陰道の必要性が認識された。 

 人口減少に歯止めをかけ、希望と活力に満ちた新時代にふさわしい「島根創生」の実現を目指すためにも、そ

の基盤となる山陰道の早期全線開通は県民の悲願である。 

 そのため、島根県内の山陰道事業中区間を一日も早く完成させるとともに、未着手区間にすみやかに着手し、

山陰道の早期全線整備を行っていただきたい。 

 特に、出雲・湖陵道路、湖陵・多伎道路、大田・静間道路、静間・仁摩道路及び三隅・益田道路については開

通見通しが公表されているので、一日でも早い開通を図っていただきたい。 

事業評価監視委員会の意見  

・事業者から各事業の概要、評価結果及び対応方針（原案）について説明を受け、事業が適切に実施されているか

審議を行い、次のとおり意見の取りまとめを行った。 

・審議の結果、再評価対象の事業は適切に実施されており、事業継続とすることとした事業者の判断は妥当であ

ると意見集約した。 

 事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等   

・ H21 年度に山陰自動車道（斐川 IC～出雲 IC 間）が全線開通。 

・ H26 年度に中国横断自動車道尾道松江線及び仁摩・温泉津道路が全線開通 

・ H28 年度に福光・浅利道路が事業化。 

・ H28 年度に浜田・三隅道路が全線開通。 

・ H29 年度に朝山・大田道路が全線開通。 

・ H30 年度に多伎・朝山道路が全線開通。 

・ H30 年度に県道浅利渡津線が全線開通。 

・ R2  年度に益田西道路が新規事業化。 

・ R3  年度に益田・田万川道路、松江北道路が新規事業化。安来道路４車線化が新規事業化。 

 事業の進捗状況、残事業の内容等  
 令和３年３月末時点で、事業全体の進捗率は７９％、用地の進捗率は１００％である。 

 事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  
 引き続き早期全線開通を目指し事業を推進する。 

施設の構造や工法の変更等  
技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していく。 

対応方針  事業継続 
対応方針決定の理由  
 以上の状況を勘案すれば事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 
事業概要図  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳と一致しないことがある。 
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